
大学院教育改革支援プログラム「古典力と対話力を核とする人文学教育―学域横断的教育システムに基

づくフュージョンプログラムの開発―」  

第30回倫理創成研究会フォーラム 

アメリカ思想におけるフェミニスト倫理 

主催：大学院教育改革支援プログラム「古典力と対話力を核とする人文学教育」 

共催：神戸大学大学院人文学研究科倫理創成プロジェクト 

   古典ゼミナール・ジェンダー論研究会 

日時：2009年7月2日(木) 17：00－19：00 

場所：神戸大学文学部A棟１F学生ホール 

構成 

第1部（17:00-18:00） 
講演：Feminist Ethics in the American Tradition 

講師：ヘザー・キース（米バーモント州グリーン・マウンテン・カレッジ准教授） 

第2部（18:00-19:00) 
学生による質問、フロアを交えてのディスカッション 
コメンテーター：沖野真理香（神戸大学大学院人文学研究科博士後期課程：アメリカ文学専攻） 

        八幡さくら（神戸大学大学院人文学研究科博士前期課程：哲学専攻） 
 

司会（兼通訳）：嘉指信雄（神戸大学人文学研究科教授） 

 

趣旨 

 アメリカ哲学・倫理学・東西比較哲学を専門とするヘザー・キース（Heather Keith）さんを招

き、アメリカ思想におけるフェミニスト思想の基本的動向を検討するとともに、日米両社会の文

化的違いなども視野に入れつつ、フェミニズム・ジェンダー論の今後を展望します。特に、アカ

デミアの世界における日米の違いなど、議論の焦点として考えられます。 

 

※講演・質疑応答は英語で、パワーポイントも用いながら行われますが、適宜、日本語要約を補

足しながら進めますので、奮ってご参加ください。 

 
 

問合せ先：倫理創成プロジェクト室  

 URL:http://www.lit.kobe-u.ac.jp/ethics/index.html 

 E-mail:piek＠lit.kobe-u.ac.jp 


